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【要 約】  
悲観論、閉塞観が支配し、混迷と焦燥に溢れている社会の内外で、いずれの主体も転
換を望みながら、これだという突破のモデルなりシステムを設計しきれていない。 2008





















































































































































































































































































































































 図表－1 イノベーションの類型 
  コンポーネントのつなぎ方の変化 
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営管理』ミネルバ書房、2011 年 10 月、144－145 ページ。 











































図表－２ 5 カ国のイノベーション指数比較 
 




つい直近の 2012 年 1 月 17 日、ロイター通信と 
日本経済新聞などが、韓国のサムスン・グループ
は今年度の設備投資と研究開発費として約 3 兆 2
千億円を投資する計画であると報じた。グループ
83 社を合算したものであるが、半導体メモリー、

















































































のバブルから 90 年代のその崩壊を経て、2000 年
代に入った初期までを、いわゆる「失われた 10
年」と言われたものである。しかし、このところ、
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